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榎 透『憲法が想定する国家、社会、そして自由
立憲主義と憲法の関係にもふれながら』
菅原 光『19世紀日本における「立憲主義」』
司会：定刻になりましたので､ これから専修大学法学研究所主催の ｢学生と市民のため
の公開講座｣ 『法律学と政治学の最前線Ⅱ』 の第三回 『立憲と法治 ｢憲法を作る｣ と
いうこと』 を始めます｡ 第一回､ 第二回に続きまして､ 司会・進行はわたくし前川が務め
ます｡ なお､ 本日は､ 法学研究所長の森川幸一教授が､ やむを得ぬ所用でご欠席ですので､
この講座全体の趣旨につきましても､ 私の方からご紹介致します｡
と申しましても､ これまで 2回の講座にご出席になった方もかなりいらっしゃると思わ
れますので､ ごく簡単に申し上げるに留めます｡ この公開講座の企画自体はかなり前から
あったのですが､ 実際にこの 『法律学と政治学の最前線』 という全体の題目で実施に移さ
れたのは昨年度､ 田口前所長の時からでした｡ 昨年度 3回､ 今年度はこれが 3回目で､ 併
せて 6回､ 今回が最後の締めに当たります｡ 今年の締めくくりであると同時に､ この公開
講座の締めくくりとするのに相応しく､ 法律学の方からは憲法学がご専門の榎透先生､ 政
治学の方からは日本政治思想史がご専門の菅原光先生にご登場頂きます｡
今､ ｢今年の締めくくりに相応しい｣ などと申しましたが､ 憲法学と憲法学者が今年ほ
ど注目を浴びたのは60年安保以来でしょう｡ このようにいうと､ この企画にいかにも先見
の明があったように聞こえますが､ 実は､ 今年の 4月頃にこの企画を立案した段階では､
こんなに大きな論点に発展するとは想定していませんでした｡ 憲法学と言われる分野､ ま
た憲法学者と言われる研究者の方々は､ これまでどちらかというと地味な存在であって､
マスコミなどに登場することも多くはなかった｡ それが､ 7 月以降､ あれよあれよという
間に事態が進展し､ その過程で､ 俄かに憲法学と憲法学者が脚光を浴びるようになりまし
た｡ 安保法案は成立しましたが､ 来年度実施される総選挙の結果の如何によっては､ 戦後
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初めて憲法改正のための国民投票の実施が政治日程に上ってくる可能性があります｡
この公開講座は時事的な問題を直接主要な問題として扱うわけではありませんし､ 安倍
政権が主張する憲法改正に賛成か反対かをテーマに議論するのでもありません｡ 賛成－反
対様々な意見があり得ますが､ そのどちらの立場に立つにせよ､ 間違いなく言えることは､
国民投票において賛成か反対かどちらかの判断を求められる状態に直面した時に､ 慌てふ
ためくことなく､ キチンと冷静に自分自身で判断できなくてはならない､ ということです｡
今回の講座はそのような判断を行なう手懸りを提供することになりましょう｡
安保法制に関する議論の中で盛んに使われたのが立憲主義という言葉でした｡ もちろん､
立憲主義は以前からある用語ではありますが､ これだけ頻繁に使われたのは初めてではな
いでしょうか｡ このこと自体が今年の一連の出来事の大きな特徴と言えるかも知れません｡
しかもこの言葉､ よく使われる割には､ その意味が一般によく知られているとは言えない｡
この言葉は憲法学の文脈でどのような由来を持ち､ どのような意味で使われているのか｡
また､ それは憲法学の枠内だけではなく､ 日本の歴史的な文脈の中でも使われてきました｡
それはどのように使われたのか｡ 立憲の他に､ 法治という言葉もある｡ これは立憲と殆ど
同じ意味で用いられることもありますが､ しかし全く同じではありませんね｡ 立憲と法治
とは､ 重なる部分もあるけれど､ 使われる文脈が違うのではないか｡ こうした様々な問題
について､ 榎先生と菅原先生に､ 存分に語って頂き､ その上で､ フロアの皆さんと質疑応
答を行ないたいと思います｡
それでは､ まず榎先生からご報告をお願い致します｡
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